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愛媛県立北条高等学校敷地南側ブロック塀修繕工事



監督職員の承諾を得た後、処理しなければならない。また、計画に変更が生じた場合も同様とする。

１（建設副産物の適正処理）

　建設副産物の処理にあたっては、「建設副産物適正処理推進要綱(平成14年5月31日付け国土交通事務

次官通達)」に準拠し、建設副産物の適正処理に努めなければならない。

１５

４

・FRP防水工事作業
・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業
・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業 ・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業 ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

※完成図（作成範囲　・配置図　・平面図　・立面図　・断面図　・仕上表）・ 全ての図面
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　外壁調査は、外壁改修フローに対する外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび割れ及

改修工事仕様書

　本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有するものとし、その材料にJIS又はJAS

構造上主要な箇所すべての工事写真を含む

１８

２０

１９

　・デジタルカメラで撮影された工事写真（データ提出）

２２

２１

１７

※　２４×　３６以上
・１００×１２５以上
原版の大きさ（㎜）

部

提出部数

箇所
箇所

撮影箇所数

カラー　　　・キャビネ版　
（原版共）　※サービス版

・
２

設

工

仮

事

　　　　（作成方法「電子納品及び電子検査に関する特記仕様書（営繕室）」参照　※ＣＡＤ（ＣＤ－Ｒ提出））

　　ただし、完成写真、着工前写真及び監督員が指示する写真については、紙成果品を併せて納品すること。

９ 　建築工事安全施工技術指針及び建設公衆災害防止対策要綱を参考に、工事安全計画書を監督職員に提出
する。

　建設工事公衆安全防止対策要綱に基づき設置する「工事標示板」及び車両交通対策又は歩行者対策を行
う際に用いる「工事用バリケード」は木製とする。

１０

１１

のマークの表示のある場合を除いて監督職員の承諾を受ける。なお、品質・性能等の欄に「追補による」

保険期間　　・工事着手から工事目的物引き渡しまで　・　
保険の種類　・火災保険　・建設工事保険　・組立保険　

適用範囲　　監督職員と協議のこと

と記載された材料を使用する場合は、設計図書に定める品質を有することの証明となる資料等を監督職員

に提出し、承諾を受けるものとする。なお、「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通
省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」に

よるほか、これらと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督員の承認を受ける。
・木材は県産材を使用すること。

１２

あることを確認し、監督職員に報告する。

　監督職員と協議した対象室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下で

１３
工法とする。
　改修標準仕様書及び標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については材料製造所の指定する

１４

真等を添付する）

　また、その報告書は、結果を立面図等に記載し集計表を添えて監督職員に２部提出する（必要に応じ写

び雨漏りの有無についての位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う。

調査方法　※テストハンマーによる打診及び目視　　・図示　
調査範囲　図示

調査項目　・防水改修　・外壁改修　

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　※図示

１６ ・適用する　・適用しない

厚さ　　mm
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・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ（建設技術評価品または評価名簿による） 階段・踊場ｽﾗﾌﾞ・片持ｽﾗﾌﾞ・便所ｽﾗﾌﾞを除くｽﾗﾌﾞ下

　
５
　
鉄
筋
工
事

　
　
　
金
属
工
事

20
　
　
ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

22

　
発
生
材
の
処
理
等

　建設副産物の搬出については、別表－１により行うこと。なお、建設副産物のうち産業廃棄物に該当す

　受入れ場所等との協議等で、他の受入れ場所へ搬出する必要がある場合、又は他の受入れ場所がない場

合は、監督職員と協議すること。

　　　建設副産物の再利用については、適正に実施すること。

　　　建設副産物の品質等により利用が困難な場合は、監督員と協議すること。

２（建設副産物の利用）

３（建設副産物の搬出）

る建設副産物の処理は、下記①，②，③によること。

なお、請負者の提示する施設と異なる場合においても設計変更の対象としない。

　ただし、現場条件や数量の変更等、請負者の責によるものでない事項についてはこの限りではない。

　建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第2条第5項の規定による特定建設資材の処理

及び産業廃棄物に該当する建設副産物の処理は、次の場所とする。

　別表－１

　請負者は、工事の施工により産業廃棄物が発生した場合、産業廃棄物処理計画書（別添様式）を提出し、

　　（１）産業廃棄物処理委託契約書（写）

　　（２）処理業者の許可証（写）

　　（３）積換・保管施設、中間処理施設、最終処分場等までの運搬経路地図及び写真

　　　輌番号、数量等を明示した積載状況、処分先への搬入状況等）の施工管理資料を整理し、工事施工

　　　中においては、１週間毎に監督員に提示しなければならない。

　　　ストを使用し、委託した産業廃棄物が適正に処理されたかどうか確認しなければならない。

　　　　また、マニフェストの交付に際しては、廃棄物処理責任者が廃棄物の種類、数量、単位、発行日

　　　等の必要事項を記載しなければならない。

　（３）請負者は、産業廃棄物が適正に処理されたことを確認したうえで、工事施工後、マニフェスト使

　　　た産業廃棄物処理実施書を提出しなければならない。

①　処理計画書

②　請負者は、産業廃棄物処理計画書提出時に、下記事項についても提出しなければならない。

③（１）請負者は、産業廃棄物の処理を適正に行い、産業廃棄物処分状況の分かる写真等（搬出車輌の車

④（１）請負者は、産業廃棄物処理の委託に際して、廃棄物の種類毎にマニフェストまたは電子マニフェ

⑤　資源環境促進税について

　　　画面印刷を監督員まで提出しなければならない。

　　　用の場合はＥ票の写し、電子マニフェスト使用の場合は、情報処理センターからの最終処分通知の

　　　は、返送されたマニフェストの写し、電子マニフェストの場合は情報処理センターからの通知の画

　　　面印刷を監督員へ提示しなければならない。

　（２）請負者は、工事施工後、③（１）の施工管理資料のほか、産業廃棄物処理計画書に実績を記入し

　（２）請負者は、工事施工中においては、③（１）の施工管理資料とともに、マニフェスト使用の場合

　　　　ただし、工期内に最終処分が完了することが困難な場合で、発注者が認める場合においては、Ｄ

　　　票の写し、または処分通知の画面印刷を提出するものとし、最終処分終了後、確認出来次第、速や

　　　かにＥ票または最終処分通知の画面印刷を、工事完了に関係なく提出するものとする。

　本工事で発生する産業廃棄物を、県内の最終処分場に搬入する場合（中間処理施設を経由する場合

を含む。）は、資源循環促進税が課税されるので適切に処理すること。

※　上記については、積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。

を見込んでいる。

また、運搬距離は、　　　　kmを見込んでいる。

事業所名　

(4)建設汚泥

事業所名　

(3)建設発生木材・伐採樹木

事業所名　

(2)ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊

事業所名　

(1)ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

　2.建設副産物（建設発生土以外）の搬出については、次の場所への搬出を見込んでいる。

　　

また、運搬距離は、　　　kmを見込んでいる。
受入時間  AM 　：　　～PM　：　

工事名
場所

(1)土砂
　1.建設副産物（建設発生土）の搬出については、次の場所に搬出すること。

営業時間　AM　　：　　～PM　　：  

営業時間　AM　　：　　～PM　　：  

営業時間　AM　　：　　～PM　　：  

営業時間　AM　　：　　～PM　　：  

(5)その他　・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ　・がれき類　・硝子・陶磁器類　・ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材　・水銀灯

また、運搬距離は、　　　kmを見込んでいる。

また、運搬距離は、　　　kmを見込んでいる。

名 称工事番号･工事名令和６年度 愛媛県立北条高等学校敷地南側ブロック塀修繕工事 愛媛県立北条高等学校

施工中の安全確保及び

環境保全

建築材料等

火災保険等

室内空気汚染（揮発性有機化

合物）対策

特別な材料の工法

施工数量調査

［１．５．２］

調査のための破壊部分の補修

［１．５．３］

技能士

［１．６．２］

・仮設工事

・外壁改修工事

・建具改修工事

・内装改修工事

・塗装改修工事

・耐震改修工事

・環境配慮改修

工事

分類・規格

　完成写真　

　基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。
※　枠組足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する

　及び幅木の機能を有する足場とすること。

※　足場を設ける場合は「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚生労働省　基発第0424001号

　平成21年4月24日)により「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん

コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする。

　・積雪区分　告示１４５５号　別表（　　　　　）
　※地表面粗土区分　・１　　・２　　・３　　・４ 平均速度圧　　　Ｎ／ｍ2

Ｖo＝　　　ｍ／ｓ　※基準風速

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

建築基準法に基づき定められた区分等　耐荷重及び耐外力

　設備工事との取合い

　施工図及び施工計画書

　撤去部分

提出した施工図及び施工計画書の著作に係る当該建物に限る使用権は､発注者に委譲するものとする。

完成写真等の撮影者　※監督職員の承諾する撮影者　　　・監督職員の承諾する撮影業者

上記のほか、監督職員指示の箇所をデジタルカメラにて撮影し、ＣＤ－Ｒにて提出すること。

画像形式等　フォーマット：ＪＰＥＧ　画質：標準　画像サイズ：1024×768ピクセル程度

※施工図及び完成図は、2折製本1部を提出する。

※保全に関する資料　（提出部数　　※１部　　・　　部）

　完成時の提出図書　
　［１．８．１～３］

　［２．２．１］

　足場その他 内部足場の種別　　　　※脚立、足場板等　

外部足場の設置　　　　・図示　　・　
外部足場の防護シート等による養生　※行う　・行わない

材料、撤去材等の運搬方法　　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

　及び安全点検を行うこと。

［２．３．２］

・構内に新設する　規模（・１号　・２号　・３号　・４号　・　　　　㎡　）

　工事用水

　工事用電力

存置範囲（※図示　・　　）

・構内指示の場所に敷き均し　　　　　・構内指示の場所に堆積

・建設汚泥から再生した処理土

※構外指示の場所に処分　　　　　　　・構外搬出適切処理

技能検定職種 技能検定作業工事種別

・スレート施工

・防水施工・防水改修工事

・左官
・樹脂接着材注入施工

・建築板金

・とび

・内装仕上施工

・自動ドア施工

・ガラス施工

・サッシ施工
・タイル張り

・建築大工

・内装仕上施工
・建築板金

・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

・型枠施工

・鉄筋施工
・塗装
・タイル張り

・左官
・表装

・とび

・鉄工

・配管
・路面表示施工

・造園 ・造園工事作業

・建築配管作業

・とび作業
・構造物鉄工作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

・型枠工事作業

・鉄筋組立作業

・建築塗装作業

・タイル張り作業

・左官作業

・壁装作業

・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上作業・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上工事作業
・ボード仕上工事作業

・内外装板金作業

・鋼製下地工事作業
・大工工事作業

・自動ドア施工作業
・ガラス工事作業

・タイル張り作業
・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

・左官作業
・樹脂接着剤注入工事作業

・とび作業

・内外装板金作業

・スレート工事作業

下記のものを監督職員に提出する

　［２．３．１］

養生方法　※ビニルシート等による　

・既存ブラインド、カーテン等の養生

・固定された家具（備品，机，ロッカー等）の移動　　※行う（図示）

・既存部分における既存家具等の養生　※ビニルシート等による　

　養生方法　取外し再取付　　・　
　保管場所　構内既存施設内　・　

※　足場等については、労働安全衛生規則を遵守するとともに、墜落防止措置、物体の落下防止措置

仮設間仕切り

※設けない

・Ｂ種

※Ｃ種

仮設扉
※木製扉

・鋼製扉

単管下地

※軽量鉄骨

・木下地

・木下地

※軽量鉄骨

下地 仕上材（厚さ　　mm） 充填材 塗装
・片面

※無し

・片面

※無し

※無し

・有り※片面フラッシュ程度　

※合板張り程度　

防炎シート

※せっこうボード　（※9.5　・　　　）

・合板　（※9.0　・　　　）

・合板　（※9.0　・　　　）

※せっこうボード　（※9.5　・　　　）

構内既存の施設　※利用できる（※有償　・無償）　・利用できない

構内既存の施設　※利用できる（※有償　・無償）　・利用できない

種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　［２．４．１］
　監督職員事務所

　埋戻し及び盛土
　（３．２．３）

建設発生土の処理

　（３．２．５）

　山留めの存置

　（３．３．３）

・設ける
・既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　　　　　　）

・Ａ種

種別

仮設間仕切り等の種別

　

　Ｄ１０，Ｄ１３，Ｄ１６

　Ｄ１９以上

　　　呼び名（mm）

　※ＳＤ２９５Ａ

　※ＳＤ３４５

　溶接金網

　（５．２．２） 形状等

種　類　　※溶接金網　・鉄筋格子

網目の形状、寸法、鉄線の径（mm）

　（５．３．４）

継手方法等

　　　　　部位

　柱、梁の主筋

　その他

　　　　　継手方法

※重ね継手　

※ガス圧接・機械式継手・溶接継手

　　　　呼び名（mm）

使用部位

（表5.2.1）　
種類の記号

　（５．２．１）

　鉄筋の継手

　（５．５．２～３）

　（５．３．４）
　鉄筋の定着

・標準仕様書表5.3.5による（保有水平耐力計算又は限界耐力計算により安全性が確認されているもの）

・フックの有無に関わらず、40ｄ（軽量コンクリートの場合は50ｄ）と表5.3.2の重ね継手の長さのうち大きい値とする。

塩害対策等により鉄筋の最小かぶり厚さに加える厚さ　鉄筋のかぶり厚さ

　（５．３．５）

　（５．４．９）

　圧接完了後の試験

５

３

　鉄筋

６

４

２

１

３

２

１

６

５

３

１

　既存部分の養生２

１ 　あと施工アンカー

　引抜き耐力の

　確認試験

　（１４．１．３）

　引抜き耐力の確認試験　※機械的簡易引抜試験機による引張試験　・　

　・適用する　・適用しない

フェンスの種類　・ビニル被覆エキスバンドフェンス　・樹脂塗装メッシュフェンス　・鋼管フェンス

　　　　　　　　・目隠しフェンス

高さ　　・図示　・　　

　（６．１３．２）
　マスコンクリート セメントの種類　　※高炉セメントＢ種　　　・　

スランプ　　　　　※１５ｃｍ　　　　　　　・　

設計基準強度（Ｆｃ）　
（Ｎ／ｍｍ2）

　※１８

施工箇所種　類

普通コンクリート

　　東予技術センター（〒792-0825 新居浜市星原町11-31 Tel 0897-43-2111 Fax 0897-43-2115）

　　中予技術センター（〒790-0951 松山市天山町3-8-20　Tel 089-948-1555 Fax 089-948-1278）

　県内生コンクリート協同組合

　コンクリートの

　強度試験の総則
　（６．９．３）

圧縮強度試験は県内生コンクリート協同組合で実施する。

・ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート）

・断熱材兼用型枠　２５ｍｍ以下かつ熱抵抗値１ｍ2ｈ℃／Ｋｃａｌ以上

・メッシュ型枠（構造関係共通事項による）ベース・基礎柱・地中梁

※合板（厚さ１２ｍｍ）　　　　・合板（厚さ１５ｍｍ）　型枠のせき板

　（６．８．３）

　（６．２．１～２）
　種類と強度
　コンクリートの

　　　設計基準強度　Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ2）

　　※２１

※　普通コンクリート（調合管理強度：Ｆｃ＋Ｓ（構造体強度補正値））

　　　　適用箇所
　フェンス基礎

圧接完了後の抜取試験は超音波探傷試験とする。

材料の品質を証明するミルシートを提出すること。　材料試験

　　・２０　　・３０　　・図示

　　南予技術センター（〒797-0045 西予市宇和町坂戸南321 Tel 0897-62-3100 Fax 0894-62-7076）

　（６．１４．１）

　無筋コンクリート

　設計用引張強度　　　ＫＮ

フェンス

A-01改修工事仕様書 NO SCALE

１．工事概要
１．工事場所： 愛媛県松山市北条辻６００番地１

２．敷地面積：

３．工事種目： ・敷地南側の既存ブロック塀（7段積の内4段 L=86.0ｍ）を撤去し 

　目隠しフェンスH=800（支柱H1200用 L=86.2ｍ）を設置する。

・テニスコート西側のネットフェンスH=1800（基礎共 Ｌ=41.6ｍを撤去し

総合センター(JACIC)に登録するとともに、同センター発行の「登録内容確認書」の写しを監督職員に
提出するものとする。

　工事実績情報として「工事カルテ｣を作成し、監督職員に提出し確認を受けた後に(一財)日本建設情報

４（主任技術者又は監理技術者の専任）

３（名札等の着用）

２（施工体系図）

１（作業員の雇用確認）

・適用する　

　臣官房官庁営繕部監修による。

　　工事施工状況写真の撮影対象，撮影時期及び撮影要領は、工事写真の撮り方（建築編）国土交通省大

　日以内としなければならない。
　　なお、現場施工に着手する日については、特別の事情がない限り、契約書に定める工事始期日以降30
　事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。
　　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資材機器の搬入又は仮設工

　メットへのシール貼付等の他の方法によることができる。

　ばならない。ただし、名札の着用により作業に支障をきたす恐れがある場合は、着衣への縫込又はヘル
　降を含む全ての下請負者）の主任（監理）技術者に、氏名及び会社名の入った名札等を着用させなけれ

　　請負者は、現場代理人及び自社を含む当該工事に係る請負契約を締結している建設業者（２次下請以

　　　しを添付して発注者に提出しなければならない。

　(４)　請負者は、工事完成後、全ての精算下請負代金額を記載した施工体系図に最終の下請契約書の写

　　　者に提出しなければならない。
　　　規定により工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に掲げるとともに、すみやかに発注

　　　掲げるとともに、発注者に提出しなければならない。

　(３)　請負者は、施工体系図に変更が生じた場合は、その都度施工体系図を変更し、上記(１)、(２)の

　(２)　請負者は、上記(１)に定める施工体系図を工事関係者が見やすい場所及び公衆が見やすい場所に

　　　れている工事については、作成を省略することができる。
　　　の分担関係を表示した施工体系図を作成しなければならない。ただし、施工計画書の提出が省略さ

　(１)　請負者は、建設業法施行規則（昭和24年建設省令第14号）第14条の6に定める、各下請負者の施工

　　　明するための書類（雇用関係証明書）を作成するとともに、発注者に提出しなければならない。

　　　らない。なお、その作業員と請負者又は下請負者が雇用関係にある場合は、ただちに雇用関係を証
　　　作業員名簿」に記載のない作業員が現場で作業を行っていた場合は、その理由を説明しなければな

　(３)　請負者は、上記(１)、(２)に定める「現場作業員名簿」による作業員の雇用確認の際に、「現場
　　　の周知を行うとともに、これに協力しなければならない。
　(２)　請負者は、監督員等が作業員の本人確認のために行う氏名等の確認作業について、作業員に事前
　　　と共に、現場に備え付けなければならない。
　(１)　請負者は、当該工事において作業を行う全ての作業員を記載した「現場作業員名簿」を作成する

よう適切な処置を講ずる。

　施工計画書の内容を変更する必要が生じた場合は、監督職員に報告するとともに、施工等に支障がない

当該工事の施工に先立ち作成し、監督職員に提出する。
　品質計画、一工程の施工の確認を行う段階及び施工の具体的な計画を定めた工種別の施工計画書を、
　工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し、監督職員に提出する。

　※工事車両について、学校内及び周辺道路の通行時における徐行運転を徹底すること。
　※工事車両について、作業停止時におけるアイドリングストップを徹底すること。
　※低騒音型・低振動型建設機械を選択使用すること。
　　第69条の規定による提出を行うこと。

　※騒音規制法第14条第1項（第2項）、振動規制法第14条第1項、愛媛県公害防止条例

・　振動規制法（第　　　号区域）
・　騒音規制法（第　　　号区域）
　　副産物の適正処理に努めなければならない。

・（建設副産物の適正処理）

・適用する　　請負工事金額が５００万円以上が対象

工事成績評定の対象　　※対象とする　　・対象としない

（以下「標準詳細図」という）
※建築工事標準詳細図

６

４

５

７

１

２

３

項　　　　　　目 特記事項章

８

改

修

一

般

項

共

通

事

1

施工時間帯　　　　　※指定なし　　・指定あり

部位別の施工順序　　※指定なし　　・指定あり

想定できない制約等が生じた場合は、発注者及び受注者双方で協議のうえ、必要に応じて工期の延長や

設計変更等により対応する。

　工事着手後、本工事において設計図書に記載されていない通常の施工条件として発注者及び受注者が

関係者と協議の場を設け業務に支障が生じることの

ないよう安全、騒音の防止等に可能な限り努めるこ

と。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（最新版）　適用基準等

　工事実績情報の登録
　［１．１．４］

　関係法令等の遵守

　［１．１．１３］

　施工計画書
　［１．２．２］

　適正な施工体制の確保

　工事の記録
　［１．２．４］

　電気保安技術者
　［１．３．３］

　施工条件

　［１．３．５］

・プール東･南側と雨天練習場南側樹木の伐採及び伐根を撤去し
　UNフェンス H=2000（基礎共 L=41.3ｍ）を設置する。

　工事対象部の敷地整地（鋤取り及び埋戻し共）を行う。

・実施工程表　・下請業者名簿(主要材料共)　・原寸図(矩計、サッシ等)及び施工図　・加工図　・レディミクストコンクリート等調合表

　１．共通仕様

　２．特記仕様

・

・
・○

・木材明細書　・アスファルト配合設計報告書　・仮設工事計画図(仮設建物)　・その他監督職員の指示するもの

３．特記付加事項

２．建築工事仕様

　　（最新版）（以下「改修標準仕様書」という）による。ただし、改修標準仕様書に規定されている項目以外は国土交通省大臣官房官庁

　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

　　　営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」（以下「標準仕様書」という）による。

○印の付かない場合は、

　　　（　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図及び当該表を示す。

印と※印の付いた場合は、共に適用する

※印の付いたものを適用する

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する

（２）特記事項は、○印の付いたものを適用する

（３）項目に記載の［　　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図及び当該表を示す。

（４）材料及び製造所等の記載は順不同である

承諾事項

試験報告書

工事報告

・鉄筋　・レディミクスコンクリート　・鋼材　・その他監督職員の指示するもの

・日報又は工事日誌

１部

オオノ開發株式会社

また、運搬距離は、42.0 kmを見込んでいる。

また、運搬距離は、42.0 kmを見込んでいる。

オオノ開發株式会社事業所名　　

営業時間　AM　8：00　～PM　5：00  



名 称工事番号･工事名令和６年度 愛媛県立北条高等学校敷地南側ブロック塀修繕工事

(愛媛県松山市北条辻６００番地１)

敷地配置図･付近見取図 愛媛県立北条高等学校

自転車置場

敷
地

境
界

線

道路
歩道

歩道

敷地境界線
2
,
0
0
0

7
,
0
0
0

2
,
0
0
0

プール

テニスコート

7,400

道路

雨天練習場

倉庫 ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ

弓道場

敷地境界線

武道場

付近見取図　　     NO SCALE

敷地配置図　　    　S=1:1000

体育器具倉庫

運動場

体育館

総合教棟

第３
教棟

教棟

教棟

第２

第1

4,050
500

道路（松山市道：北条高校北線）

自転車置場

自転車置場

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下

便所

敷
地

境
界

線

工事場所

正門

工事車両動線

S=1:1000 A-02

工事車両動線工事場所

工事場所

工事用車両動線を示す

ｶﾗｰｺｰﾝ及びｺｰﾝﾊﾞｰによる仮仕切の掛け払いを示す

既設移動式防球ﾌｪﾝｽによる仮仕切の設置及び現況復旧を示す

申請地：北条高等学校



名 称工事番号･工事名令和６年度 愛媛県立北条高等学校敷地南側ブロック塀修繕工事

プール テニスコート 雨天練習場

Ｎ

-680 -650
-580

-500 -500

-730 -730
-730 -720 -670 -630 -600 -600 -550

-500 -480 -450
-100

-730

1,200
13,960 2,40013,200 11,600

2,00016,000

400 12180

電柱
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00

0
43
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43

.527
5

14,000
1,500 11,000

(L=2,000*4+L=1,500*2)(L=1,500*1)
(L=2,000*7) 2,000

(L=2,000*1) (L=2,000*8) (L=2,000*1)

11,500
(L=2,000*5+L=1,500*1) (L=1,500*1)

(L=2,000*2)

(L=2,000*1)
(L=2,000*10)
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(L=275*1)
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控壁撤去
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道　路
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（囲障改修範囲）
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控壁撤去跡ﾓﾙﾀﾙｺﾃ控壁撤去跡ﾓﾙﾀﾙｺﾃ

ＹーＸ 展開図（校内面）

ＸーＹ 展開図（道路面）

プール テニスコート 雨天練習場

Ｎ
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±0(KBM)
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電柱

会所

支柱

会所

防球ﾈｯﾄ
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電柱

+80

-250

-160-170
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（囲障改修範囲）

道　路

▽KBM▽KBM

Ｘ ＸーＹ 展開図（道路面） Ｙ

▽KBM

Ｙ Ｘ

▽KBM

2
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00
1
,2

002
,
40

0
1,

20
0

1
,2

00

囲障改修前 平面･展開図　　　　S=1:300

囲障改修前後 平面･展開図

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ撤去

目隠しﾌｪﾝｽ新設

目隠しﾌｪﾝｽ新設

CB塀4段撤去

CB塀4段撤去CB控壁6段及びｺﾝｸﾘｰﾄ基礎撤去 CB控壁6段及びｺﾝｸﾘｰﾄ基礎撤去 CB控壁3段撤去

控壁撤去跡ﾓﾙﾀﾙｺﾃ

鋤取り及び敷地整を示す

残土による埋戻し及び敷地整地を示す

Ｘ Ｙ

ＹＸ

ＹーＸ 展開図（校内面）

囲障改修後 平面･展開図　　　　S=1:300

愛媛県立北条高等学校S=1:300 A-03

CB高圧水洗の上、複層塗材Ｅゆず肌ﾛｰﾗｰ塗（下地調整共） ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎部高圧水洗



名 称工事番号･工事名令和６年度 愛媛県立北条高等学校敷地南側ブロック塀修繕工事

囲障改修平面詳細図　　　　S=1:100

1212,000 2,000

雨天練習場 雨天練習場

2,000

±0

-480

400

350

35
0

75

2
50

20,390

2,
06

0

2,400 3,87011,600

1,500

2,000 2,000

2,
00

0
43

.5

43
.5

74

2,000 2,000

-30
-30

-250 -500

-550

-100-100

-600 -600

81

81

-100 -30

支柱

電柱

支柱 支柱

防球ﾈｯﾄ

防球ﾈｯﾄ

2,000

会所

水路

Ａ部分詳細図 Ｂ部分詳細図 Ｃ部分詳細図

▽KBM

▽造成高さ

目隠しフェンスＡＭ型　Ｈ=800(XAﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ)同等品以上品

柱：□－100×50×2.3（Ｈ=1,200用）＠2,000

胴縁ｔ=1.6（水抜穴付）

縦枠ｔ=0.8

ﾌｪﾝｽ基礎ﾌﾞﾛｯｸ 350角×700

（三洋ｺﾝｸﾘｰﾄ工業株式会社）同等品以上

柱：□－100×50×2.3（Ｈ=1,200用）＠2,000

▽道路高さ
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ﾓﾙﾀﾙｺﾃ笠木 t=25 伸縮目地 ＠2,000

囲障撤去断面詳細図　　　　S=1:30 囲障改修断面詳細図　　　　S=1:30
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Ｌｱﾝｸﾞﾙ 45×35

Ｌｱﾝｸﾞﾙ 45×35

□ﾊﾟｲﾌﾟ 35×35

CB塀 t=150 4段撤去 CB控壁 t=150 3段撤去

CB塀 t=150 4段撤去

150

CB控壁 t=150 3段撤去(指示3カ所は6段）

ﾓﾙﾀﾙｺﾃ t=25（指示3カ所）

-730

-100

-100
-30

13,960

2,000 2,000 2,000

61

水路会所

防球ﾈｯﾄ支柱

2
75 16
0

テニスコートプール テニスコート

-100

控壁ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 t=150 斫り撤去(指示3カ所)

鋤取り整地埋戻し整地

2,000

400

150

2
5

40
0

20
0

既存切断鉄筋部錆止め処理の上、
ﾓﾙﾀﾙｺﾃ t=25（指示3カ所）

S=1:100,1:30 愛媛県立北条高等学校

柱元ｶｯﾄの上、ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ 2.3φ撤去(受金物及び支柱共）

20,390

3
0 0

1
,2

50

囲障改修平面･断面詳細図

既存切断鉄筋部錆止め処理の上、

目隠しフェンスＡＭ型　Ｈ=800(XAﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ)同等品以上品

胴縁ｔ=1.6

中間縦枠ｔ=1.6

A-04

25
25

既存切断鉄筋部錆止め処理の上、

既存袖壁基礎天端切断鉄筋部錆止め処理の上、
ﾓﾙﾀﾙｺﾃ t=25（指示3カ所）

ｶｯﾀｰ切り

ｶｯﾀｰ切り

ｶｯﾀｰ切り

ｶｯﾀｰ切りｶｯﾀｰ切り

52
5

7
2
5

張り線 3.2φ

モルタル詰め

ＣＢ道路側面高圧水洗の上、
複層塗材Ｅゆず肌ﾛｰﾗｰ塗り
（下地調整共）

高圧水洗はｺﾝｸﾘｰﾄ基礎部を含む



16,000（2,000×8）

名 称工事番号･工事名令和６年度 愛媛県立北条高等学校敷地南側ブロック塀修繕工事 S=1:100,1:30 愛媛県立北条高等学校

テニスコートフェンス撤去平面詳細図　　　　S=1:100

テニスコートフェンス改修平面詳細図　　　　S=1:100

テニスコートフェンス撤去断面詳細図　　　　S=1:30

1,030 2,020160

1,250460 2,020

テニスコートフェンス改修断面詳細図　　　　S=1:30
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ﾌｪﾝｽ基礎ﾌﾞﾛｯｸ 300角×500

再生砕石 t=100

再生砕石 t=100

ﾌｪﾝｽ基礎ﾌﾞﾛｯｸ 200角×400

ﾃﾆｽｺｰﾄﾌｪﾝｽ改修平面･断面詳細図

柱 50.8φ胴縁 34.0φ

胴縁 34.0φ

張り線 3.2φ 金網受 20×5

金網 3.2φ×56.0＠

柱 菊形ﾘﾌﾞ鋼管 60.5φ×3.2

（朝日スチール工業株式会社）同等品以上

UN 片開き門扉 H2000-40×W1000

既存基礎･柱 鋼管89.1φ

新設ﾌｪﾝｽ接続金物（ｼﾞｮｲﾝﾄ）共

41,570（基礎 22カ所）

41,270（基礎 22カ所）

A-05

▽KBM ▽KBM

△現状高さ △現状高さ
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2,000＠

（三洋ｺﾝｸﾘｰﾄ工業株式会社）同等品以上

再生砕石 t=100

ﾌｪﾝｽ基礎ﾌﾞﾛｯｸ 300角×500

柱 菊形ﾘﾌﾞ鋼管 50.8φ×2.3

（朝日スチール工業株式会社）同等品以上

フェンス UN-A2000L-40

柱 菊形ﾘﾌﾞ鋼管 50.8φ×2.3

1,000 1,00020,000（2,000×10）

20,000（2,000×10）16,000（2,000×8） 1,490 1,030



3

名 称工事番号･工事名令和６年度 愛媛県立北条高等学校敷地南側ブロック塀修繕工事 抜根及び敷地整地配置平面図

抜根及び敷地整地配置平面図　　　　　S=1:300
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プール
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（-30） 雨天練習場

〇〇〇

(〇〇〇) 造成高さを示す

愛媛県立北条高等学校S=1:300

Ｋ

Ｊ
ＬＭＮＯ

テニスコート

雑草を含む鋤取り厚100撤去処分及び
3

Ｍ 桜

符号

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

樹種

桜

桜

桜

桜

桜

桜

備考

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

符号 樹種 備考

桜

幹径(㎝φ) 幹高さ(㎝) 根本径(㎝φ)幹高さ(㎝)幹径(㎝φ)

500

ｻﾂｷ

ｻﾂｷ

ｻﾂｷ

雑

雑

桜

雑

200 550

200

300

200 550

250

100

1050150

150 1000

雑

雑

雑

雑

雑

雑

550

550

500 密植

600

400

密植

密植

275275 1000

550550 600

350

500

250

400600400

400550 550

400 450450

600550 550

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｙ

400200

250200

175 600

150 450

雑

雑

雑

雑

木製二脚鳥居支柱共　65φ-600+1050*2

根本径(㎝φ)

花崗土（購入土）撤去処分ｍ ＋１０ｍ の埋戻しによる敷地整地（CAD測定 272.00㎡）範囲を示す

現状高さを示す

鋤取り及び埋戻しによる敷地整地範囲（CAD測定 152.00㎡）を示す

A-06

樹木(伐採･伐根)リスト

伐根は無し（ＧＬ面で切断）

伐根は無し（ＧＬ面で切断）

伐根は無し（ＧＬ面で切断）

伐根は無し（ＧＬ面で切断）

伐根は無し（ＧＬ面で切断）

伐根は無し（ＧＬ面で切断）

伐根は無し（ＧＬ面で切断）

伐根は無し（ＧＬ面で切断）

伐根は無し（ＧＬ面で切断）

伐根は無し（ＧＬ面で切断）


